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12と‖洋上高値を示し,混合性結合組織病上診断. IL十r7

イド治療を継続 している｡

以上3例の腹膜炎症例を供覧した血

Lノl)､ト溝こi･こ出 十三.,両側乳柚⊥日妬こ-′,Ll､て

仙崎 静記･小山 善域

望遠 (豊 栄為新馴 )
武藤 維 一･.jL保
坂 卜 湿 ･111洞

新潟県立新発関病院外科では,且969年より現在まで

に∴ミ(i(i名し川京発乳癌症例tr:経験しているが,こし7.1∫)-f■),

両側乳癌こしこもに､乳房切除術TT:受けた症例は.1L)鋸こj*

上-1来た.

二Iと上L･,.ll)名L'l:一十,､同時拙研l州守L癌は1･F..即対空

両側性乳癌は11名で卦-､上.

第 1癌､･乙･:第銅粧)組織学的棟鉦 膳常'Jンぺ節へ〔TM晶

転移しり状態.軒書:_粗度r/,いて, TP極左LL:Cr/)いて,報

告する.

5ト-期的乳房再建の有用性

三滴 宏二曲高野 好雄

一
卜藤 進英･牛山
東谷 暫士や金田

19榊 隼/1J仁い日991年1月-愛でに,3LJl例i二･期的乳

廟 !f煙を行-､た.切除は児玉法にて行い.再建法('･比日宇

的皮弁が30例,_順直的皮弁が一･･1例である.年齢は28歳か

((10例)がL'時間12分,19.HFl.児:f識;-+広背的皮弁法

が!1時間服:'上 20.!ILl.配し滋:-+順番筋乾弁法が5時

間25分.26.51卜亡児.lL,-:法単独十広背筋皮弁による再建

では入院rl数に差が左か･p･､た.術後合併症は創感染を3

例に.皮弁L'])壊死を 1例に認めたが∴再建iこよると思わ

れる後遺症は認めIT)かなか--､た.術後14日-1後に柳平皮

膚再発を,また12Frjl筏に骨転移をそれぞれ 1例に認め

たが.再建乳房が再発輿L')発見.および外科的治境の障

丁ンケ一.-卜では20例が満足,16例が再建は絶対に必要LL_

答え,患者の満足度は高かつた.lIll･.より.一期的乳房再

建.特に広背筋による再建は今後推奨 されるべき方法と

考えr)I.Lる.

6)直 腸 癌 と Uつ鑑 別 が 困 難 で あ -1た 直 腸 憩 主 夫

LT1 1 例

東 川 彰 砂大 坂 通 観 (白 根 健 盤 病 院 外 糾 う

松 尾 に 之 (新 潟 大 学 第 - 外 科 ラ

近 年 . 人 賜 憩 室 症 ハ 報 苦 は 増 加 しT)傾 向 iこあ ･三一が . 直 腸

憩 室 症 は 稀 で 報 告 例 屯少 な い . 今 回 我 利 まき 直 腺 癌 と の

鑑 別 村 村難 で 針 -,!二直 腸 憩 室 炎 を 経 験 した ハ て 報 告 す る .

症 例 は 74打 7)良.性 で . 平 成 1)午 ll)月 頃 よ i)排 便 閃 難 上

食 欲 ･月 齢 芦.-小 机 に二川 :l1H I(i日 に 当 院 内 科 を 受 診 . 注 腸

検 ~酢 こて . L損 傷 S 状 部 に 全 問 性 狭 窄 を 認 れ 1 512汗 l当

掛 入 院 . Å 院 隠 軽 度 の 発 熱 が あ り, 腰 感 は 触 れ ず , イ

レ ウ ス症 状 は 見 られなかったホ駐門指診及び直腸鏡では,

直腸S状部は全問性に狭窄しそし')L凋liこ腫癖を触れたが

粘膜面は観察できなかった.鹿渡瞭慶では,軽度の爵ぬ

上白血球数増阜及こ,FCIミl)ハ陽性化ろ:Eiy.紺)たが し'Ⅰ_.lA

は正常であった,直腸癌よる狭窄と判断しl月28日手術

施行.開腹所風ではぎ直腸監事拳太の腺癌があり,りソ

ぺ節LT_1挿帳高度で瞳癖を切除し.トIこtrt111こmIl手術ノこし

た.摘出標本し･り組織学的所見では,悪性射じ左く､憩室

炎をこよる肉芽腫と診断された.

7)穿孔性腹膜炎を来たした腸管ベ-チ且ツト

病しノT11削

鵬 哲朗川 口 摘 ∈髭 譜 舶 奮う

.! 二･ ∴ :'. ､

患者は28才資性で,口腔内粘膜アフタ,外陰部腫慶,

ぶどう膜嵐 結節性紅斑様皮疹,の嶺尭主症状を認噂,

べ一一+,_.I/卜病し㌦診断て当院内fこト＼入院した,入院中.

イ汗鞠部痛が出現し.注腸造影にて回盲部虹亡び右半側

結腸に注し､潰揚f･:指摘さ才豆二.199017,:-lOl~j26日,瞳痛

が増強し,腰部単純 Ⅹ00pをこて遊離ガス像を認め,緊急

手術を施行した.穿孔部位は横行結腸であり.石半側結

腸切除術をおこなった申術後経過は良好であった.

8)盲腸より大量出血したと患われる息例

奈良井省吾 Q大塚 為和 (聖園病院外車射

症例は43才男性.多量の下血にて入院.胃内視鏡検奈

にて輿常なし.大腸内視鏡検査にてS状結腸内に暗赤色

の血液を夢魔に認めた.腹部血管造影で造影剤の血管外

漏出は無かったが,空腸動脈領域に鹿廃液染を疑わせる

所見があった.経【_~1的小腸 ･大腸造影で上行結腸に憩室

のあることが判明した.入院後も出血は持続 していたの
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する､L二仝大腸と終末回腸に血液が透視された.小腺を切

開し,大腸内視鏡を用いて小腸内を観察すると.空腹i･こ

わずかに出血している窺い漁癌を認めたので,そ芸を出

血源と考えて空腸を切除した卓 しかし,術後も出血は緒

純した.そこで.今度は憩室よりLr)Hj.lflLを考えて第上目海

田をこ再開腐して右半轄腺切除術を施行 した.憩室は6個

あったが出血源ではなかった.肉眼的をこ嘗勝に濃癌とび

らんを認めた.丙手術後の経過は順調であった.以上,

術前に出血源を確定することが困難であった1例を報告

する.

9)イレウスを契機に発見された空腸腰痛の

1例

引11 竹山 ･柚 h 浴 ･
佐藤 泰治 曲清水 春夫 (村 上 病 院 外 科)

富川 達雄 ( 同 内科)

昧岡 洋7- (新潟東学第-病理)

症例は70才男性,1985年に上腹部不快感亨1989年4

jlに順痛,と‖Jに曝気にIIL,来院.1990年11射こ甘棺桶

で入院したが,上 ｡下部内視鏡検査を施行きれ 異常な

しと診断された.

を認め,翌日入院どなった.X線写霧にて上-中腰部をこ

鏡面像を認め,超音波検査では右下腹部に不均-な内部

∴二トーをもー~-:,長径 10cm 大ハ腫癌を認 里̂こ.開陳にて.

腸間膜殿部の軸捻転によるイレウスと,長径 8cm の

空腸腫感を認めたさ軸捻転を解除 し,腰痛を含めて空腹

部分切除を施行 した.腫癖は大部分が嚢胞であり,内部

に凝血塊と壊死観梅を認め,一部に厳療成分を認めた.

組織学的には平滑筋肉腫とその儀死物質と診断された.

小腺腫癌は,腰痛,漉感触知や消化管出血を契機に発

見されることが多結 党風をこぼ触診,超音波検査,CT

などが有効である.腹痛を繰り返す患者をこは内視鏡検査

のほか,腹部魔音波検査も大切であると考えられる.

101術前に診断 された出血性空腸平滑筋腫n

l例

瀧井 康公 ｡金原 英雄
五十嵐喜轟 く三条総禽病院外皐射

岩淵 洋一 ( 同 内科)

鈴入 力 し新潟大学第---1外科)

今回我々は,下血による.Iニトソウで入院し.術前iこ診

断可能であった空腸平滑筋腫の-症例を経験 したので報

571

喜する.

症例は50歳男性,突然(･T)噴気,噛吐.めまい∴~~F血が

:(;)り,i酎 ヒ管.llJ.irll〔7)疑いで入院. 卜部∴ 下部消化管内視

鏡を施行するも出血源不明なたれ 小腸かiLIL')出血を疑

い腹部血管造昏3,を実施した所,空腸錦城に肺癌濃染像を

認め,中腹内視鏡をこよる生検で平滑筋腰の診断が得られ

た.空腸部分切除術が行われ 組織学的に悪性所見IL亡く

平滑筋腫と診断された.

小腺庫轟は放校的澱な疾患であり,術前診断が困難と

されてきた.今回は内視鏡で確認-でき組織診断が可能で

あったが,一般的には小腺造影ヶ内視鏡闘濫限界があり,

腹部血管造W,が診断にJ巨齢こ有用である上考:il､Ilた.

ll)成人後かこ診断 され,梶治手術を施行した

鎖虻の i例
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鎖肝i二村しては､新生児肌 乳児期;こ適切に診断され

適当な治療を施される症例が大半となったが,奪回我々

は,幼児期に人工紅門造語のみを受け,成人に至ってか

ら治療ずる磯会を得た鎖虻の一例を経験 したので,若干

の考察を加えて報告する,

症例は31才女性.家族歴に特記すべきことはない,節

生児期に,肝門の形成がたく.排便は牌前庭部付近か!'､

みられることをこ蒐づかれていたが,治療を受けることな

く3才時まで経過 し､ †LrLT現封矩)た入'),某病院にて

人~TJ_肝門造説を受けた.以後 人工肝門は自己管理 して

いたが.腸粘膜脱LL頼りたれ 平成2年12Flに当院第 ---外

科を受診後,当料をこ紹介され,入院となった.新生児砂
乳児鎖虻の基準か机 ､えは車間泣顔虻となるが,手術所

見では,嘩孔は恥骨群腹筋 卜にあり,低位銀虹と考えl▲.,

れ こInこlltrI1nSPOSitionが施行された.成 人まで治療

されなかった銀鉱を浄額する時の間魔を授起 した症例で

あった.

12)胃粘膜ul迷入を認めた牌 ポ リープの 1例
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(荘内病院小児外科)

同 外科)

同 病理事射

最近我々は胃粘膜の迷入を伴った,卵黄腸管の閉鎖鞄


	105(08)_564-577 7
	105(08)_564-577 8

